
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
通信端末が無線基地局と交信するデータの転送を制御する複数のラジオベアラサーバ（Ｒ
ａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ、以下、「ＲＢＳ」と記す）と、上記複数のＲＢ
Ｓを制御する少なくとも一つのラジオコントロールサーバ（Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ
　Ｓｅｒｖｅｒ、以下、「ＲＣＳ」と記す）とを有する無線ネットワークにおいて、
上記複数のＲＢＳそれぞれは、データの転送を制御するリソースの使用状態を示すリソー
ス使用状況を上記ＲＣＳへ通知し、
上記ＲＣＳは、上記複数のＲＢＳから通知された上記リソース使用状況を保持し、呼を受
け付け、上記リソース使用状況に基づいて、上記複数のＲＢＳから一つのＲＢＳを選択し
、選択したＲＢＳへ上記呼を振り分けることを特徴とする無線ネットワークシステム。
【請求項２】
上記複数のＲＢＳそれぞれは、データの転送を制御するチャネルを使用し、上記リソース
使用状況として、チャネルの使用状態と上記通信端末の単位時間当たりの通信速度とを上
記ＲＣＳへ通知することを特徴とする請求項１記載の無線ネットワークシステム。
【請求項３】
上記複数のＲＢＳそれぞれは、データの転送を制御するチャネルを使用し、上記リソース
使用状況として、チャネルの使用状態と上記通信端末の単位時間当たりの通信量とを上記
ＲＣＳへ通知することを特徴とする請求項１記載の無線ネットワークシステム。
【請求項４】
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複数のＲＢＳそれぞれは、リソース使用状況を通知する否かを判断する閾値を設定し、上
記リソース使用状況が上記閾値を超えた場合に、リソース使用状況を上記ＲＣＳへ通知す
ることを特徴とする請求項１記載の無線ネットワークシステム。
【請求項５】
複数のＲＢＳそれぞれは、Ｍｅｇａｃｏ／Ｈ．２４８に合致したメッセージを使用して、
上記リソース使用状況を上記ＲＣＳへ通知することを特徴とする請求項１記載の無線ネッ
トワークシステム。
【請求項６】
複数のＲＢＳそれぞれは、インターネットプロトコルマルチキャスト（ＩＰ　Ｍｕｌｔｉ
ｃａｓｔ　Ｐａｃｋｅｔ）を使用して、上記リソース使用状況を上記ＲＣＳへ通知するこ
とを特徴とする請求項１記載の無線ネットワークシステム。
【請求項７】
上記無線ネットワークシステムは、複数のＲＣＳを備え、
上記複数のＲＢＳそれぞれは、上記複数のＲＣＳそれぞれへ、リソース使用状況を通知す
ることを特徴とする請求項１記載の無線ネットワークシステム。
【請求項８】
上記ＲＣＳは、上記リソース使用状況を解析し、上記複数のＲＢＳから最も空き状態にあ
るＲＢＳを選択することを特徴とする請求項１記載の無線ネットワークシステム。
【請求項９】
共通チャネルを用いて、通信端末が無線基地局と交信するデータの転送を制御する少なく
とも一つのセルコントロールラジオベアラサーバ（Ｃｅｌｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｒａｄｉ
ｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ、以下、「ＣＲＢＳ」と記す）と、個別チャネルを用い
て、通信端末が無線基地局と交信するデータの転送を制御する複数のサービングラジオベ
アラサーバ（Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ、以下、「ＳＲ
ＢＳ」と記す）と、呼を受け付ける少なくとも一つのラジオコントロールサーバ（Ｒａｄ
ｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ、以下、「ＲＣＳ」と記す）とを有する無線ネット
ワークにおいて、
上記複数のＳＲＢＳそれぞれは、個別チャネルの使用状態を示すリソース使用状況を上記
ＣＲＢＳへ通知し、
上記ＲＣＳは、受け付けた呼を割り当てるＳＲＢＳを選択する要求を上記ＣＲＢＳに送信
し、
上記ＣＲＢＳは、上記複数のＳＲＢＳそれぞれから通知された上記リソース使用状況を保
持し、上記ＲＣＳから上記要求を受け付け、上記リソース使用状況に基づいて、上記複数
のＳＲＢＳから一つのＳＲＢＳを選択し、選択したＳＲＢＳを上記ＲＣＳへ通知し、
上記ＲＣＳは、上記選択されたＳＲＢＳへ上記呼を振り分けることを特徴とする無線ネッ
トワークシステム。
【請求項１０】
複数のＳＲＢＳそれぞれは、リソース使用状況を通知する否かを判断する閾値を設定し、
上記リソース使用状況が上記閾値を超えた場合に、リソース使用状況を上記ＣＲＢＳへ通
知することを特徴とする請求項９記載の無線ネットワークシステム。
【請求項１１】
上記ＣＲＢＳは、上記複数のＳＲＢＳがアクセス可能な記憶領域を備え、
上記複数のＳＲＢＳそれぞれは、上記記憶領域へリソース使用状況を書きこみ、
上記ＣＲＢＳは、上記記憶領域からリソース使用状況を取得することを特徴とする請求項
９記載の無線ネットワークシステム。
【請求項１２】
上記無線ネットワークシステムは、複数のＣＲＢＳを備え、
上記複数のＳＲＢＳそれぞれは、上記複数のＣＲＣＳそれぞれへ、リソース使用状況を通
知することを特徴とする請求項９記載の無線ネットワークシステム。
【請求項１３】
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上記ＣＲＢＳは、上記リソース使用状況を解析し、上記複数のＳＲＢＳから最も空き状態
にあるＳＲＢＳを選択することを特徴とする請求項９記載の無線ネットワークシステム。
【請求項１４】
通信端末が無線基地局と交信するデータの転送を制御する複数のラジオベアラサーバ（Ｒ
ａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ、以下、「ＲＢＳ」と記す）と、上記ＲＢＳを制
御する少なくとも一つのラジオコントロールサーバ（Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅ
ｒｖｅｒ、以下、「ＲＣＳ」と記す）とを有する無線ネットワークにおける無線通信制御
方法において、
データの転送を制御するリソースの使用状態を示すリソース使用状況を、上記複数のＲＢ
Ｓそれぞれから上記ＲＣＳへ通知し、
上記複数のＲＢＳから通知された上記リソース使用状況を上記ＲＣＳへ保持し、
呼を受け付け、
上記ＲＣＳへ保持したリソース使用状況に基づいて、上記複数のＲＢＳから一つのＲＢＳ
を選択し、
選択したＲＢＳへ上記呼を振り分ける
ことを特徴とする無線通信制御方法。
【請求項１５】
共通チャネルを用いて、通信端末が無線基地局と交信するデータの転送を制御する少なく
とも一つのセルコントロールラジオベアラサーバ（Ｃｅｌｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｒａｄｉ
ｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ、以下、「ＣＲＢＳ」と記す）と、個別チャネルを用い
て、通信端末が無線基地局と交信するデータの転送を制御する複数のサービングラジオベ
アラサーバ（Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ、以下、「ＳＲ
ＢＳ」と記す）と、呼を受け付ける少なくとも一つのラジオコントロールサーバ（Ｒａｄ
ｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ、以下、「ＲＣＳ」と記す）とを有する無線ネット
ワークにおける無線通信制御方法において、
個別チャネルの使用状態を示すリソース使用状況を、上記複数のＳＲＢＳそれぞれから上
記ＣＲＢＳへ通知し、
上記複数のＳＲＢＳそれぞれから通知された上記リソース使用状況を上記ＣＲＢＳへ保持
し、
呼を受け付け、
上記呼を割り当てるＳＲＢＳを選択する要求を、上記ＲＣＳから上記ＣＲＢＳに送信し、
上記ＲＣＳから上記要求を受け付け、
上記リソース使用状況に基づいて、上記複数のＳＲＢＳから一つのＳＲＢＳを選択し、
選択したＳＲＢＳを上記ＲＣＳへ通知し、
上記選択されたＳＲＢＳへ上記呼を振り分ける
ことを特徴とする無線通信制御方法。
【発明の詳細な説明】
技術分野
この発明は、複数のＲａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒの負荷分散を図る無線ネッ
トワークシステムに関する。
背景技術
近年、移動体通信に対する要求が高まりを見せる中、特に、第３世代の移動通信システム
として位置づけられているＩＭＴ（Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌ
ｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ）－２０００では、これまでにない高速・広帯域化が図ら
れようとしている。従って、ＩＭＴ－２０００の特色を活かし、移動環境において動画像
等のマルチメティア通信が多いに利用されることが期待されている。
このような中、自由度、柔軟性かつ拡張性に富んだ分散形態の無線ネットワークシステム
に関する検討が進められている。例えば、Ｍｏｂｉｌｅ　Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｉｎｔｅｒ
ｎｅｔ　Ｆｏｒｕｍにおいて、技術レポート、ＭＴＲ－００７　Ｏｐｅｎ　ＲＡＮ　Ａｒ
ｃｈｉｔｅｃｔｕｒｅ　ｉｎ　３ｒ ｄ 　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｓｙｓｔ
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ｅｍｓ　Ｒｅｌｅａｓｅ　ｖ１．０．０（１２　Ｊｕｎｅ　２００１）が策定されている
。
図９は、上記技術レポート、ＭＴＲ－００７　Ｏｐｅｎ　ＲＡＮ　Ａｒｃｈｉｔｅｃｔｕ
ｒｅ　　ｉｎ　３ｒ ｄ 　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｓｙｓｔｅｍｓ　Ｒｅｌ
ｅａｓｅ　ｖ１．０．０（１２　Ｊｕｎｅ　２００１）における無線ネットワークシステ
ムの機能モデルを示すブロック図である。
図９において、３０はＮｏｄｅ　Ｂと呼ばれる第３世代の移動通信システムの無線基地局
である。３１は無線のレイヤ１で、システム情報の報知、無線環境の調査、無線チャネル
のコーティング／デコーディング、ランダムアクセスの検出、上りアウターループ電力測
定、下りアウターループ電力制御、上りインナーループ電力制御を行なう。
３２はＲＮＣ（Ｒａｄｉｏ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ）であり、のＣｏｎ
ｔｒｏｌ／Ｄｒｉｆｔ　ＲＮＣ（Ｒａｄｉｏ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ）
３３とＳｅｒｖｉｎｇ　ＲＮＣ（Ｒａｄｉｏ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ）
３４とに分かれる。Ｃｏｎｔｒｏｌ／Ｄｒｉｆｔ　ＲＮＣ（Ｒａｄｉｏ　Ｎｅｔｗｏｒｋ
　Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ）３３は、以下に示す３５～３９の各機能を有する。また、Ｓｅ
ｒｖｉｎｇ　ＲＮＣ（Ｒａｄｉｏ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ）３４は、以
下に示す３９～４１の各機能を有する。
Ｃｏｎｔｒｏｌ／Ｄｒｉｆｔ　ＲＮＣ３３は、共有チャネルに対応した制御を行なう。Ｓ
ｅｒｖｉｎｇ　ＲＮＣ３４は、個別チャネルに対応した制御を行なう。
３５はＣｅｌｌ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｇａｔｅｗａｙと呼ばれ、共通チャネルの多重／分離、
無線ベアラのブロードキャスト／マルチキャスト送信を行なう。
３６はＣｅｌｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒと呼ばれ、無線リソースに関する割当及び幅輳制
御、個別物理無線リソースの割当、共通論理無線リソースの割当、ダイナミック共通物理
リソースの割当及び構成管理、システム情報報知の制御、セル環境測定収集、ダイナミッ
ク・チャネル割当、セルページング、下りオープンループ電力制御を行なう。
３７はＣｏｍｍｏｎ　Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔと呼ばれ、
無線ネットワーク環境測定収集、ネットワーク負荷の最適化を行なう。
３８はＰａｇｉｎｇ／Ｂｏａｒｄｃａｓｔと呼ばれ、無線ベアラのブローキャスト／マル
チキャストのフロー制御、無線ベアラのブロードキャスト／マルチキャストの状態通知、
マルチセルにおける移動端末の呼出しの調整、移動端末の呼出しの調整を行なう。
３９はＵＥ　ＧＥＯ　Ｌｏｃａｔｉｏｎと呼ばれ、移動端末の位置に関する情報収集と計
算を行なう。
４０はＵｓｅｒ　Ｒａｄｉｏ　Ｇａｔｅｗａｙと呼ばれ、セグメント化とリアセンブリ、
個別チャネルの配送確認、ヘッダ圧縮、個別チャネルの多重／分離、マクロダイバーシチ
合成／分離、上りアウターループ電力制御の処理、無線メディアアクセスの測定、無線チ
ャネルの暗号化を行なう。
４１はＭｏｂｉｌｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌと呼ばれ、個別論理無線リソースの割当、個別物理
無線リソースの構成管理、無線個別パケットフローの制御、割当制御の調整、無線リソー
スのコンテキスト管理、トレース、コネクションの設定／解放、移動端末の測定制御、上
りアウターループ電力制御、下りアウターループ電力制御の調整、無線個別パケットフロ
ーの無線ＱｏＳへのマッピング、無線ベアラのトランスポートＱｏＳへのマッピング、ロ
ケーション管理、マクロダイバーシチ合成／分離の制御、無線チャネルコーディング制御
、メディアアクセス測定制御、ＴＤＤタイミング制御、無線フレーム配信の測定と計算、
移動端末の個別呼出し、ハンドオーバー制御を行なう。
図９に示す無線ネットワークシステムの機能モデルは、自由度、柔軟性かつ拡張性を持た
せるため、トランポート・レイヤと無線ネットワーク・レイヤを完全に分離するとともに
、無線ネットワーク・レイヤを３６～３９及び４１の各機能を含むＳｉｇｎａｌｉｎｇ　
Ｐｌａｎｅと３５及び４０の各機能を含むＢｅａｒｅｒ　Ｐｌａｎｅとに分けることを特
徴としている。
ところで、上記従来のシステムは、自由度、柔軟性かつ拡張性を持たせるため、無線ネッ
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トワーク・レイヤをＳｉｇｎａｌｉｎｇ　ＰｌａｎｅとＢｅａｒｅｒ　Ｐｌａｎｅに分け
て、機能ブロックを定義している。しかしながら、無線ネットワーク・レイヤを同じ機能
ブロックで有する複数の装置で実現した場合、どのように負荷分散をはかるのかが明確化
されていないという課題があった。
そこで、この発明の好適な実施の形態による無線ネットワークシステム及び無線通信制御
方法は、同じ機能ブロックを有する複数の装置によって、一つの機能ブロックを実現する
場合に、複数の装置間の負荷分散を図ることを目的とする。
また、この発明の好適な実施の形態による無線ネットワークシステム及び無線通信制御方
法は、Ｂｅａｒｅｒ　Ｐｌａｎｅ（ユーザプレーン）の機能を実現する複数のＲａｄｉｏ
　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒの負荷分散を効率良く行なうことを目的とする。
発明の開示
この発明に係る無線ネットワークシステムは、通信端末が無線基地局と交信するデータの
転送を制御する複数のラジオベアラサーバ（Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ、
以下、「ＲＢＳ」と記す）と、上記複数のＲＢＳを制御する少なくとも一つのラジオコン
トロールサーバ（Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ、以下、「ＲＣＳ」と記す
）とを有する無線ネットワークにおいて、
上記複数のＲＢＳそれぞれは、データの転送を制御するリソースの使用状態を示すリソー
ス使用状況を上記ＲＣＳへ通知し、
上記ＲＣＳは、上記複数のＲＢＳから通知された上記リソース使用状況を保持し、呼を受
け付け、上記リソース使用状況に基づいて、上記複数のＲＢＳから一つのＲＢＳを選択し
、選択したＲＢＳへ上記呼を振り分けることを特徴とする。
上記複数のＲＢＳそれぞれは、データの転送を制御するチャネルを使用し、上記リソース
使用状況として、チャネルの使用状態と上記通信端末の単位時間当たりの通信速度とを上
記ＲＣＳへ通知することを特徴とする。
上記複数のＲＢＳそれぞれは、データの転送を制御するチャネルを使用し、上記リソース
使用状況として、チャネルの使用状態と上記通信端末の単位時間当たりの通信量とを上記
ＲＣＳへ通知することを特徴とする。
また、複数のＲＢＳそれぞれは、リソース使用状況を通知する否かを判断する閾値を設定
し、上記リソース使用状況が上記閾値を超えた場合に、リソース使用状況を上記ＲＣＳへ
通知することを特徴とする。
また、複数のＲＢＳそれぞれは、Ｍｅｇａｃｏ／Ｈ．２４８に合致したメッセージを使用
して、上記リソース使用状況を上記ＲＣＳへ通知することを特徴とする。
また、複数のＲＢＳそれぞれは、インターネットプロトコルマルチキャスト（ＩＰ　Ｍｕ
ｌｔｉｃａｓｔ　Ｐａｃｋｅｔ）を使用して、上記リソース使用状況を上記ＲＣＳへ通知
することを特徴とする。
上記無線ネットワークシステムは、複数のＲＣＳを備え、
上記複数のＲＢＳそれぞれは、上記複数のＲＣＳそれぞれへ、リソース使用状況を通知す
ることを特徴とする。
上記ＲＣＳは、上記リソース使用状況を解析し、上記複数のＲＢＳから最も空き状態にあ
るＲＢＳを選択することを特徴とする。
この発明に係る無線ネットワークシステムは、共通チャネルを用いて、通信端末が無線基
地局と交信するデータの転送を制御する少なくとも一つのセルコントロールラジオベアラ
サーバ（Ｃｅｌｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ、以下、
「ＣＲＢＳ」と記す）と、個別チャネルを用いて、通信端末が無線基地局と交信するデー
タの転送を制御する複数のサービングラジオベアラサーバ（Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ
　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ、以下、「ＳＲＢＳ」と記す）と、呼を受け付ける少なく
とも一つのラジオコントロールサーバ（Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ、以
下、「ＲＣＳ」と記す）とを有する無線ネットワークにおいて、
上記複数のＳＲＢＳそれぞれは、個別チャネルの使用状態を示すリソース使用状況を上記
ＣＲＢＳへ通知し、
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上記ＲＣＳは、受け付けた呼を割り当てるＳＲＢＳを選択する要求を上記ＣＲＢＳに送信
し、
上記ＣＲＢＳは、上記複数のＳＲＢＳそれぞれから通知された上記リソース使用状況を保
持し、上記ＲＣＳから上記要求を受け付け、上記リソース使用状況に基づいて、上記複数
のＳＲＢＳから一つのＳＲＢＳを選択し、選択したＳＲＢＳを上記ＲＣＳへ通知し、
上記ＲＣＳは、上記選択されたＳＲＢＳへ上記呼を振り分けることを特徴とする。
また、複数のＳＲＢＳそれぞれは、リソース使用状況を通知する否かを判断する閾値を設
定し、上記リソース使用状況が上記閾値を超えた場合に、リソース使用状況を上記ＣＲＢ
Ｓへ通知することを特徴とする。
上記ＣＲＢＳは、上記複数のＳＲＢＳがアクセス可能な記憶領域を備え、
上記複数のＳＲＢＳそれぞれは、上記記憶領域へリソース使用状況を書きこみ、
上記ＣＲＢＳは、上記記憶領域からリソース使用状況を取得することを特徴とする。
上記無線ネットワークシステムは、複数のＣＲＢＳを備え、
上記複数のＳＲＢＳそれぞれは、上記複数のＣＲＣＳそれぞれへ、リソース使用状況を通
知することを特徴とする。
上記ＣＲＢＳは、上記リソース使用状況を解析し、上記複数のＳＲＢＳから最も空き状態
にあるＳＲＢＳを選択することを特徴とする。
この発明に係る無線通信制御方法は、通信端末が無線基地局と交信するデータの転送を制
御する複数のラジオベアラサーバ（Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ、以下、「
ＲＢＳ」と記す）と、上記ＲＢＳを制御する少なくとも一つのラジオコントロールサーバ
（Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ、以下、「ＲＣＳ」と記す）とを有する無
線ネットワークにおける無線通信制御方法において、
データの転送を制御するリソースの使用状態を示すリソース使用状況を、上記複数のＲＢ
Ｓそれぞれから上記ＲＣＳへ通知し、
上記複数のＲＢＳから通知された上記リソース使用状況を上記ＲＣＳへ保持し、
呼を受け付け、
上記ＲＣＳへ保持したリソース使用状況に基づいて、上記複数のＲＢＳから一つのＲＢＳ
を選択し、
選択したＲＢＳへ上記呼を振り分ける
ことを特徴とする。
この発明に係る無線通信制御方法は、共通チャネルを用いて、通信端末が無線基地局と交
信するデータの転送を制御する少なくとも一つのセルコントロールラジオベアラサーバ（
Ｃｅｌｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ、以下、「ＣＲＢ
Ｓ」と記す）と、個別チャネルを用いて、通信端末が無線基地局と交信するデータの転送
を制御する複数のサービングラジオベアラサーバ（Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａ
ｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ、以下、「ＳＲＢＳ」と記す）と、呼を受け付ける少なくとも一つ
のラジオコントロールサーバ（Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ、以下、「Ｒ
ＣＳ」と記す）とを有する無線ネットワークにおける無線通信制御方法において、
個別チャネルの使用状態を示すリソース使用状況を、上記複数のＳＲＢＳそれぞれから上
記ＣＲＢＳへ通知し、
上記複数のＳＲＢＳそれぞれから通知された上記リソース使用状況を上記ＣＲＢＳへ保持
し、
呼を受け付け、
上記呼を割り当てるＳＲＢＳを選択する要求を、上記ＲＣＳから上記ＣＲＢＳに送信し、
上記ＲＣＳから上記要求を受け付け、
上記リソース使用状況に基づいて、上記複数のＳＲＢＳから一つのＳＲＢＳを選択し、
選択したＳＲＢＳを上記ＲＣＳへ通知し、
上記選択されたＳＲＢＳへ上記呼を振り分ける
ことを特徴とする。
発明を実施するための最良の形態
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実施の形態１．
実施の形態１では、複数のＲａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒそれぞれは、複数の
Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒへリソース（チャネル）使用状況を通知し、
Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒは、上記リソース（チャネル）使用状況の報
告から、個々のＲａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒの使用状況を判断して、上記リ
ソース（チャネル）の最も空きの多いＲａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒに対して
、当該新規の呼の振り分ける無線ネットワークシステム及び無線通信制御方法について説
明する。
また、この明細書内では、次のような用語を用いる。
１）ＲＢＳ：　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ
ユーザデータの多重／分離、暗号化、マクロダイバーシチ等のユーザデータの転送処理を
行なう装置である。
２）ＲＣＳ：　Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ
ＲＢＳの制御、及び、周波数、拡散コード、送信電力等の無線リソースの制御を行なう装
置である。
３）共通チャネル
或特定の１台の移動端末に関わらないデータを転送するためのチャネルである。複数の移
動端末間で共有して使用される。
４）個別チャネル
或特定の１台の移動端末に関わるデータを転送するためのチャネルである。
５）制御プレーン（Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｐｌａｎｅ）
シグナリングプレーン（Ｓｉｎｇｎａｌｉｎｇ　Ｐｌａｎｅ）ともいう。
ユーザデータを転送するための各種制御情報を伝達するプレーン（インタフェース、機能
ブロック等の集合体）である。
６）ユーザプレーン（Ｕｓｅｒ　Ｐｌａｎｅ）
ベアラプレーン（Ｂｅａｒｅｒ　Ｐｌａｎｅ）ともいう。
音声やパケット等のユーザデータ（データ情報）を伝達するプレーン（インタフェース、
機能ブロック等の集合体）である。
７）リソース（チャネル）使用状況
ＲＢＳにおいて、データの転送を制御するリソースの使用状態を示す。
リソース使用状況は、例えば、識別子と未使用状態に有るチャネル数を含む。識別子は、
Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒを識別（特定）するＩＤ（Ｉ
ｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ　Ｎｕｍｂｅｒ）である。
リソースには、チャネルの他、物理的なチャネルに対する属性、例えば、周波数、拡散コ
ード、送信電力等）を含む。チャネル、及び、チャネルに対する属性を含めて無線リソー
スともいう。また、リソース（チャネル）使用状況は、Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓ
ｅｒｖｅｒ自体の使用状況と同様である。
なお、複数のＲａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒは、移動端末とユーザプレーン（
Ｂｅａｒｅｒ　Ｐｌａｎｅ）との間のデータ転送制御を行なう。
また、Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒは、新規の呼の受け付け制御を行なう
。図１の構成では、新規の呼は、複数のＳｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　
Ｓｅｒｖｅｒ６ａ～６ｂのいずれかへ送信される。この明細書の実施の形態では、新規の
呼がＳｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ６ａに送信された場合
を一例として説明する。
図１は、無線ネットワークシステムの構成の一例を示した図である。
図において、１ａ～１ｃは移動端末、２ａ～２ｂは無線基地局、３ａ～３ｂは共通チャネ
ル単位にデータ転送制御を行なうＣｅｌｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ
　Ｓｅｒｖｅｒ、４ａ～４ｂは個別チャネル単位にデータ転送制御を行なうＳｅｒｖｉｎ
ｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ、５ａ～５ｂは共通チャネルに対応した制
御プレーンの無線回線の制御を行なう複数のＣｅｌｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｒａｄｉｏ　Ｃ
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ｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ、６ａ～６ｂは個別チャネルに対応した制御プレーンの無線
回線の制御を行なう複数のＳｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ
、７ａは無線基地局、Ｃｅｌｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖ
ｅｒ及びＳｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒを収容するＩＰ（Ｉ
ｎｔｅｒｎｅｔ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）バックボーン・ネットワーク、７ｂはＣｅｌｌ　Ｃ
ｏｎｔｒｏｌ　Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ及びＳｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄ
ｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒを収容するＩＰバックボーン・ネットワークである
。
また、８は移動体通信網のコアネットワーク、９ａは無線基地局、Ｃｅｌｌ　Ｃｏｎｔｒ
ｏｌ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ３ａ～３ｂ及びＳｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄ
ｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ４ａ～４ｂを収容するＩＰバックボーン・ネットワー
ク７ａとＣｅｌｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ５ａ～
５ｂ及びＳｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ６ａ～６ｂを収容
するＩＰバックボーン・ネットワーク７ｂとを接続するルータ装置、９ｂはＣｅｌｌ　Ｃ
ｏｎｔｒｏｌ　Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ５ａ～５ｂ及びＳｅｒｖｉｎ
ｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ６ａ～６ｂを収容するＩＰバックボーン
・ネットワーク７ｂと移動体通信網のコアネットワーク８とを接続するルータ装置である
。
図２は、本実施の形態における無線ネットワークシステムのシーケンス動作を示す図であ
る。
このシーケンス動作を示す図に基づいて、本実施の形態における無線ネットワークシステ
ムについて説明する。
各Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ４ａ～４ｂは、各Ｓｅｒｖ
ｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ６ａ～６ｂに対して、常時、リソー
ス使用状況報告（１０１）を一定周期で実施する。従って、複数のＳｅｒｖｉｎｇ　Ｒａ
ｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ６ａ～６ｂそれぞれは、複数のＳｅｒｖｉｎｇ　
Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ４ａ～４ｂの数のリソース使用状況を保持する
ことになる。
また、複数のＳｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ６ａ～６ｂそ
れぞれは、新規の呼を受信した場合に、保持するリソース使用状況に基づいて、最もリソ
ース（チャネル）に空きの多いＳｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅ
ｒを選択する。この明細書の実施の形態では、Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅ
ｒ　Ｓｅｒｖｅｒ４ａが最もリソースに空きが多い場合を一例として、シーケンス動作を
説明する。
発信または着信動作に伴ない、移動端末１ａは、無線基地局２ａ及びＣｅｌｌ　Ｃｏｎｔ
ｒｏｌ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ３ａ、Ｃｅｌｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｒ
ａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ５ａを介し、共通制御チャネル（ＣＣＣＨ）を
使用してＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｓｅｔｕｐ　Ｒｅｑｕｅｓｔ（１０２）を送信
する。上記ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｓｅｔｕｐを受信したＳｅｒｖｉｎｇ　Ｃｏ
ｎｔｒｏｌ　Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ６ａは、上記リソース使用状況
報告（１０１）に基づいて、最もリソース（チャネル）に空きの多い、Ｓｅｒｖｉｎｇ　
Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ４ａを選択する（１０３）。そして、Ｓｅｒｖ
ｉｎｇ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ６ａは、Ｓｅｒｖ
ｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ４ａに対して、ＭＡＣ－ｄ／ＲＬＣコ
ンフィグレーション要求（１０４）を送信する。ＭＡＣ－ｄ／ＲＬＣコンフィグレーショ
ン要求（１０４）は、上記移動端末１ａに対して個別トランポートチャネル（ＤＣＨ）上
で個別制御チャネル（ＤＣＣＨ）を転送させることを要求する通知である。
上記ＭＡＣ－ｄ／ＲＬＣコンフィグレーション要求（１０４）を受信したＳｅｒｖｉｎｇ
　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ４ａは、個別トランポートチャネル（ＤＣＨ
）で個別制御チャネル（ＤＣＣＨ）を転送するためのリソースを確保して（１０５）、Ｓ

10

20

30

40

50

(8) JP 3926799 B2 2007.6.6



ｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ６ａに対して、ＭＡＣ－ｄ／
ＲＬＣコンフィグレーション応答（１０６）を送信する。Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　
Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ６ａは、受信したＭＡＣ－ｄ／ＲＬＣコンフィグレーショ
ン応答（１０６）によって、個別制御チャネル（ＤＣＣＨ）を転送するためのリソースが
確保出来たことを判断し、Ｃｅｌｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓ
ｅｒｖｅｒ５ａを介し、無線基地局２ａに対して、Ｒａｄｉｏ　Ｌｉｎｋ　Ｓｅｔｕｐ　
Ｒｅｑｕｅｓｔ（１０７）を送信する。個別制御チャネル（ＤＣＣＨ）を転送するための
リソースとは、該ＤＣＣＨの転送処理分のハードウェア、ソフトウェア等をいう。
上記Ｒａｄｉｏ　Ｌｉｎｋ　Ｓｅｔｕｐ　Ｒｅｑｕｅｓｔ（１０７）を受信した無線基地
局２ａは、個別制御チャネルを転送するための無線リンクの設定を行ない、Ｃｅｌｌ　Ｃ
ｏｎｔｒｏｌ　Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ５ａを介し、Ｓｅｒｖｉｎｇ
　Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ６ａに対して、Ｒａｄｉｏ　Ｌｉｎｋ　Ｓ
ｅｔｕｐ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅ（１０８）を送信する。Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｃｏ
ｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ６ａは、受信したＲａｄｉｏ　Ｌｉｎｋ　Ｓｅｔｕｐ　Ｒｅｓ
ｐｏｎｓｅ（１０８）によって、個別制御チャネルを転送するための無線リンクの設定が
出来たことを判断し、Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ４ａに
対して、ＭＡＣ－ｄ／ＲＬＣコンフィグレーション要求（１０９）を送信する。ＭＡＣ－
ｄ／ＲＬＣコンフィグレーション要求（１０９）は、Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅ
ａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ４ａに対して、個別トランポートチャネル（ＤＣＨ）上で個別制
御チャネル（ＤＣＣＨ）の転送を実行させることを要求する通知である。
上記ＭＡＣ－ｄ／ＲＬＣコンフィグレーション要求（１０９）を受信したＳｅｒｖｉｎｇ
　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ４ａは、個別トランポートチャネル（ＤＣＨ
）上で個別制御チャネル（ＤＣＣＨ）の転送を開始（１１０）するとともに、Ｓｅｒｖｉ
ｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ６ａに対して、ＭＡＣ－ｄ／ＲＬＣコ
ンフィグレーション応答（１１１）を送信する。
その後、Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ６ａは、Ｃｅｌｌ
　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ３ａを介し、移動端末１ａ
に対してＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｓｅｔｕｐ（１１２）を送信する。ＲＲＣ　Ｃ
ｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｓｅｔｕｐ（１１２）を受信した移動端末１ａは、無線基地局２ａ
との無線リンクを確立し、Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ
６ａに対して、ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｓｅｔｕｐ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅ（１１３
）を送信する。
このようにして、Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅ
ｒｖｅｒ６ａが、リソース使用状況報告に基づいて、最もリソース（チャネル）に空きの
多い、Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ４ａを選択するので、
移動端末とのユーザプレーン（Ｂｅａｒｅｒ　Ｐｌａｎｅ）のデータ転送制御を行なう複
数のＲａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ負荷分散を効率良く行なうことが可能とな
る。
以上のように、実施の形態１の無線ネットワークシステム及び無線通信制御方法は、複数
のＲａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒから複数のＲａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓ
ｅｒｖｅｒへ常時リソース（チャネル）使用状況を通知し、新規の呼の受け付け制御を行
なうＲａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒは、上記リソース（チャネル）使用状況
の報告から、個々のＲａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒの使用状況を判断し、上記
リソース（チャネル）の最も空きの多いＲａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒに対し
て、上記新規の呼を振り分けるようにした。
実施の形態２．
実施の形態２では、複数のＲａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒそれぞれから複数の
Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒに対して、上記リソース（チャネル）使用状
況と一緒に、無線区間のチャネル切替制御を行なうために必要となる移動端末の単位時間
当たりの通信速度を通知する無線ネットワークシステムについて説明する。
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本実施の形態における無線ネットワークシステムの構成は、図１に示すものと同様である
。また、図３は、本実施の形態における無線ネットワークシステムのシーケンス動作を示
す図である。このシーケンス動作を示す図に基づいて、本実施の形態における無線ネット
ワークシステムについて説明する。
なお、図３には示していないが、複数のＳｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓ
ｅｒｖｅｒ４ａ～４ｂそれぞれから複数のＳｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ
　Ｓｅｒｖｅｒ６ａ～６ｂそれぞれへリソース使用状況報告（図１の１０１）が実施され
る点は、実施の形態１と同様である。ここでは説明を省略する。
発信または着信動作に伴ない、移動端末１ａは、無線基地局２ａ及びＣｅｌｌ　Ｃｏｎｔ
ｒｏｌ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ３ａ、Ｃｅｌｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｒ
ａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ５ａを介し、共通制御チャネル（ＣＣＣＨ）、
を使用してＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｓｅｔｕｐ　Ｒｅｑｕｅｓｔ（２０１）を送
信する。上記ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｓｅｔｕｐを受信したＳｅｒｖｉｎｇ　Ｃ
ｏｎｔｒｏｌ　Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ６ａは、実施の形態１と同様
のリソース使用状況報告に基づいて、最もリソース（チャネル）に空きの多い、Ｓｅｒｖ
ｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ４ａを選択する（２０２）。そして、
Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ６ａは、
Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ４ａに対して、ＭＡＣ－ｄ／
ＲＬＣコンフィグレーション要求（２０３）を送信する。ＭＡＣ－ｄ／ＲＬＣコンフィグ
レーション要求（２０３）は、上記移動端末１ａに対して個別トランポートチャネル（Ｄ
ＣＨ）上で個別制御チャネル（ＤＣＣＨ）を転送させることを要求する通知である。
上記ＭＡＣ－ｄ／ＲＬＣコンフィグレーション要求（２０３）を受信したＳｅｒｖｉｎｇ
　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ４ａは、個別トランポートチャネル（ＤＣＨ
）で個別制御チャネル（ＤＣＣＨ）を転送するためのリソースを確保し（２０４）、Ｓｅ
ｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ６ａに対して、ＭＡＣ－ｄ／Ｒ
ＬＣコンフィグレーション応答（２０５）を送信する。
Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ６ａは、受信したＭＡＣ－
ｄ／ＲＬＣコンフィグレーション応答（２０５）によって、個別制御チャネル（ＤＣＣＨ
）を転送するためのリソースが確保出来たことを判断し、Ｃｅｌｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｒ
ａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ５ａを介し、無線基地局２ａに対して、Ｒａｄ
ｉｏ　Ｌｉｎｋ　Ｓｅｔｕｐ　Ｒｅｑｕｅｓｔ（２０６）を送信する。上記Ｒａｄｉｏ　
Ｌｉｎｋ　Ｓｅｔｕｐ　Ｒｅｑｕｅｓｔ（２０６）を受信した無線基地局２ａは、個別制
御チャネルを転送するための無線リンクの設定を行ない、Ｃｅｌｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｒ
ａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ５ａを介し、Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｃ
ｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ６ａに対して、Ｒａｄｉｏ　Ｌｉｎｋ　Ｓｅｔｕｐ　Ｒｅｓ
ｐｏｎｓｅ（２０７）を送信する。
Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ６ａは、受信したＲａｄｉ
ｏ　Ｌｉｎｋ　Ｓｅｔｕｐ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅ（２０７）によって、個別制御チャネルを
転送するための無線リンクの設定が出来たことを判断し、Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　
Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ４ａに対して、ＭＡＣ－ｄ／ＲＬＣコンフィグレーション要
求（２０８）を送信する。ＭＡＣ－ｄ／ＲＬＣコンフィグレーション要求（２０８）は、
Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ４ａに対して、個別トランポ
ートチャネル（ＤＣＨ）上で個別制御チャネル（ＤＣＣＨ）の転送を実行させること及び
移動端末１ａとの間の個別トラヒックチャネル（ＤＴＣＨ）及び個別制御チャネル（ＤＣ
ＣＨ）を合わせた単位時間当たりの通信速度を報告することを要求する通知である。
上記ＭＡＣ－ｄ／ＲＬＣコンフィグレーション要求（２０８）を受信したＳｅｒｖｉｎｇ
　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ４ａは、個別トランポートチャネル（ＤＣＨ
）上で個別制御チャネル（ＤＣＣＨ）の転送を開始（２０９）するとともに、Ｓｅｒｖｉ
ｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ６ａに対して、ＭＡＣ－ｄ／ＲＬＣコ
ンフィグレーション応答（２１０）を送信する。また、Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｂ
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ｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ４ａは、リソース使用状況と一緒に、ＭＡＣ－ｄ／ＲＬＣコン
フィグレーション要求（２０８）で指示された移動端末１ａの通信速度の報告（２１１）
を周期的に実施する。
その後、Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ６ａは、Ｃｅｌｌ
　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ３ａを介し、移動端末１ａ
に対してＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｓｅｔｕｐ（２１２）を送信する。ＲＲＣ　Ｃ
ｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｓｅｔｕｐ（２１２）を受信した移動端末１ａは、無線基地局２ａ
との無線リンクを確立し、Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ
６ａに対して、ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｓｅｔｕｐ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅ（２１３
）を送信する。
このようにして、Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅ
ｒｖｅｒ６ａが、リソース使用状況報告に基づいて、最もリソース（チャネル）に空きの
多い、Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ４ａを選択するので、
移動端末とのユーザプレーン（Ｂｅａｒｅｒ　Ｐｌａｎｅ）のデータ転送制御を行なう複
数のＲａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ負荷分散を効率良く行なうことが可能とな
る。
以上のように、実施の形態２の無線ネットワークシステム及び無線通信制御方法は、複数
のＲａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒから複数のＲａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓ
ｅｒｖｅｒに対して、上記リソース（チャネル）使用状況と一緒に、無線区間のチャネル
切替制御を行なうために必要となる移動端末の単位時間当たりの通信速度を通知するよう
にした。
実施の形態３．
実施の形態３では、複数のＲａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒそれぞれから複数の
Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒに対して、上記リソース（チャネル）使用状
況と一緒に、無線区間のレート切替制御を行なうために必要となる移動端末の単位時間当
たりの通信量を通知する無線ネットワークシステムについて説明する。
本実施の形態における無線ネットワークシステムの構成は、図１に示すものと同様である
。また、図４は、本実施の形態における無線ネットワークシステムのシーケンス動作を示
す図である。このシーケンス動作を示す図に基づいて、本実施の形態における無線ネット
ワークシステムについて説明する。
なお、図４には示していないが、複数のＳｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓ
ｅｒｖｅｒ４ａ～４ｂそれぞれから複数のＳｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ
　Ｓｅｒｖｅｒ６ａ～６ｂそれぞれへリソース使用状況報告（図１の１０１）が実施され
る点は、実施の形態１と同様である。ここでは説明を省略する。
発信または着信動作に伴ない、移動端末１ａは、無線基地局２ａ及びＣｅｌｌ　Ｃｏｎｔ
ｒｏｌ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ３ａ、Ｃｅｌｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｒ
ａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ５ａを介し、共通制御チャネル（ＣＣＣＨ）を
使用してＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｓｅｔｕｐ　Ｒｅｑｕｅｓｔ（３０１）を送信
する。上記ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｓｅｔｕｐを受信したＳｅｒｖｉｎｇ　Ｃｏ
ｎｔｒｏｌ　Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ６ａは、実施の形態１と同様の
リソース使用状況報告に基づいて、最もリソース（チャネル）に空きの多い、Ｓｅｒｖｉ
ｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ４ａを選択する（３０２）。そして、Ｓ
ｅｒｖｉｎｇ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ６ａは、Ｓ
ｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ４ａに対して、ＭＡＣ－ｄ／Ｒ
ＬＣコンフィグレーション要求（３０３）を送信する。ＭＡＣ－ｄ／ＲＬＣコンフィグレ
ーション要求（３０３）は、上記移動端末１ａに対して個別トランポートチャネル（ＤＣ
Ｈ）上で個別制御チャネル（ＤＣＣＨ）を転送させることを要求する通知である。
上記ＭＡＣ－ｄ／ＲＬＣコンフィグレーション要求（３０３）を受信したＳｅｒｖｉｎｇ
　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ４ａは、個別トランポートチャネル（ＤＣＨ
）で個別制御チャネル（ＤＣＣＨ）を転送するためのリソースを確保し（３０４）、Ｓｅ
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ｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ６ａに対して、ＭＡＣ－ｄ／Ｒ
ＬＣコンフィグレーション応答（３０５）を送信する。
Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ６ａは、受信したＭＡＣ－
ｄ／ＲＬＣコンフィグレーション応答（３０５）によって、個別制御チャネル（ＤＣＣＨ
）を転送するためのリソースが確保出来たことを判断し、Ｃｅｌｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｒ
ａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ５ａを介し、無線基地局２ａに対して、Ｒａｄ
ｉｏ　Ｌｉｎｋ　Ｓｅｔｕｐ　Ｒｅｑｕｅｓｔ（３０６）を送信する。上記Ｒａｄｉｏ　
Ｌｉｎｋ　Ｓｅｔｕｐ　Ｒｅｑｕｅｓｔ（３０６）を受信した無線基地局２ａは、個別制
御チャネルを転送するための無線リンクの設定を行ない、Ｃｅｌｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｒ
ａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ５ａを介し、Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｃ
ｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ６ａに対して、Ｒａｄｉｏ　Ｌｉｎｋ　Ｓｅｔｕｐ　Ｒｅｓ
ｐｏｎｓｅ（３０７）を送信する。
Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ６ａは、受信したＲａｄｉ
ｏ　Ｌｉｎｋ　Ｓｅｔｕｐ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅ（３０７）によって、個別制御チャネルを
転送するための無線リンクの設定が出来たことを判断し、Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　
Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ４ａに対して、ＭＡＣ－ｄ／ＲＬＣコンフィグレーション要
求（３０８）を送信する。ＭＡＣ－ｄ／ＲＬＣコンフィグレーション要求（３０８）は、
Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ４ａに対して、個別トランポ
ートチャネル（ＤＣＨ）上で個別制御チャネル（ＤＣＣＨ）の転送を実行させること及び
移動端末１ａとの間の個別トラヒックチャネル（ＤＴＣＨ）及び個別制御チャネル（ＤＣ
ＣＨ）を合わせた単位時間当たりの通信量を報告することを要求する通知である。
上記ＭＡＣ－ｄ／ＲＬＣコンフィグレーション要求（３０８）を受信したＳｅｒｖｉｎｇ
　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ４ａは、個別トランポートチャネル（ＤＣＨ
）上で個別制御チャネル（ＤＣＣＨ）の転送を開始（３０９）するとともに、Ｓｅｒｖｉ
ｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ６ａに対して、ＭＡＣ－ｄ／ＲＬＣコ
ンフィグレーション応答（３１０）を送信する。また、Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｂ
ｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ４ａは、リソース使用状況と一緒に、ＭＡＣ－ｄ／ＲＬＣコン
フィグレーション要求（３０８）で指示された移動端末１ａの通信量の報告（３１１）を
周期的に実施する。
その後、Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ６ａは、Ｃｅｌｌ
　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ３ａを介し、移動端末１ａ
に対してＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｓｅｔｕｐ（３１２）を送信する。ＲＲＣ　Ｃ
ｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｓｅｔｕｐ（３１２）を受信した移動端末１ａは、無線基地局２ａ
との無線リンクを確立し、Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ
６ａに対して、ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｓｅｔｕｐ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅ（３１３
）を送信する。
このようにして、Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅ
ｒｖｅｒ６ａが、リソース使用状況報告に基づいて、最もリソース（チャネル）に空きの
多い、Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ４ａを選択するので、
移動端末とのユーザプレーン（Ｂｅａｒｅｒ　Ｐｌａｎｅ）のデータ転送制御を行なう複
数のＲａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ負荷分散を効率良く行なうことが可能とな
る。
以上のように、実施の形態３の無線ネットワークシステム及び無線通信制御方法は、複数
のＲａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒから複数のＲａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓ
ｅｒｖｅｒに対して、上記リソース（チャネル）使用状況と一緒に、無線区間のレート切
替制御を行なうために必要となる移動端末の単位時間当たりの通信量を通知するようにし
た。
実施の形態４．
実施の形態４では、複数のＲａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒそれぞれに対して、
予めリソース（チャネル）使用状況を通知する否かを判断するための閾値を設定しておき
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、上記閾値を超えた場合のみリソース（チャネル）使用状況を報告する無線ネットワーク
システムについて説明する。
本実施の形態における無線ネットワークシステムの構成は、図１に示すものと同様である
。また、図５は、本実施の形態における無線ネットワークシステムのシーケンス動作を示
す図である。このシーケンス動作を示す図に基づいて、本実施の形態における無線ネット
ワークシステムについて説明する。
なお、図５には示していないが、複数のＳｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓ
ｅｒｖｅｒ４ａ～４ｂそれぞれから複数のＳｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　　Ｃｏｎｔｒｏ
ｌ　Ｓｅｒｖｅｒ６ａ～６ｂそれぞれへリソース使用状況報告（図１の１０１）が実施さ
れる点は、実施の形態１と同様である。ここでは説明を省略する。
発信または着信動作に伴ない、移動端末１ａは、無線基地局２ａ及びＣｅｌｌ　Ｃｏｎｔ
ｒｏｌ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ３ａ、Ｃｅｌｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｒ
ａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ５ａを介し、共通制御チャネル（ＣＣＣＨ）を
使用してＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｓｅｔｕｐ　Ｒｅｑｕｅｓｔ（４０１）を送信
する。上記ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｓｅｔｕｐを受信したＳｅｒｖｉｎｇ　Ｃｏ
ｎｔｒｏｌ　Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ６ａは、最もリソース（チャネ
ル）に空きの多い、Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ４ａを選
択する（４０２）。そして、上記移動端末１ａに対して個別トランポートチャネル（ＤＣ
Ｈ）上で個別制御チャネル（ＤＣＣＨ）を転送させるために、Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉ
ｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ４ａに対して、ＭＡＣ－ｄ／ＲＬＣコンフィグレーショ
ン要求（４０３）を送信する。
上記ＭＡＣ－ｄ／ＲＬＣコンフィグレーション要求（４０３）を受信したＳｅｒｖｉｎｇ
　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ４ａは、個別トランポートチャネル（ＤＣＨ
）で個別制御チャネル（ＤＣＣＨ）を転送するためのリソースを確保し（４０４）、Ｓｅ
ｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ６ａに対して、ＭＡＣ－ｄ／Ｒ
ＬＣコンフィグレーション応答（４０５）を送信する。
Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ６ａは、受信したＭＡＣ－
ｄ／ＲＬＣコンフィグレーション応答（４０５）によって、個別制御チャネル（ＤＣＣＨ
）を転送するためのリソースが確保出来たことを判断し、Ｃｅｌｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｒ
ａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ５ａを介し、無線基地局２ａに対して、Ｒａｄ
ｉｏ　Ｌｉｎｋ　Ｓｅｔｕｐ　Ｒｅｑｕｅｓｔ（４０６）を送信する。上記Ｒａｄｉｏ　
Ｌｉｎｋ　Ｓｅｔｕｐ　Ｒｅｑｕｅｓｔ（４０６）を受信した無線基地局２ａは、個別制
御チャネルを転送するための無線リンクの設定を行ない、Ｃｅｌｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｒ
ａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ５ａを介し、Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｃ
ｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ６ａに対して、Ｒａｄｉｏ　Ｌｉｎｋ　Ｓｅｔｕｐ　Ｒｅｓ
ｐｏｎｓｅ（４０７）を送信する。
Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ６ａは、受信したＲａｄｉ
ｏ　Ｌｉｎｋ　Ｓｅｔｕｐ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅ（４０７）によって、個別制御チャネルを
転送するための無線リンクの設定が出来たことを判断し、Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　
Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ４ａに対して、ＭＡＣ－ｄ／ＲＬＣコンフィグレーション要
求（４０８）を送信する。ＭＡＣ－ｄ／ＲＬＣコンフィグレーション要求（４０８）は、
Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ４ａに対して、個別トランポ
ートチャネル（ＤＣＨ）上で個別制御チャネル（ＤＣＣＨ）の転送を実行させること及び
移動端末１ａとの間の個別トラヒックチャネル（ＤＴＣＨ）及び個別制御チャネル（ＤＣ
ＣＨ）を合わせた単位時間当たりの通信量を報告することを要求する通知である。
上記ＭＡＣ－ｄ／ＲＬＣコンフィグレーション要求（４０８）を受信したＳｅｒｖｉｎｇ
　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ４ａは、個別トランポートチャネル（ＤＣＨ
）上で個別制御チャネル（ＤＣＣＨ）の転送を開始（４０９）するとともに、Ｓｅｒｖｉ
ｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ６ａに対して、ＭＡＣ－ｄ／ＲＬＣコ
ンフィグレーション応答（４１０）を送信する。また、Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｂ
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ｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ４ａは、リソース使用状況を判断（４１１）し、リソース使用
状況が閾値以上である場合は、各Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒ
ｖｅｒに対して、リソース使用状況報告（４１２）を一定周期で実施する。閾値未満の場
合は、上記リソース使用状況報告（４１２）は実施しない。
その後、Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ６ａは、Ｃｅｌｌ
　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ３ａを介し、移動端末１ａ
に対してＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｓｅｔｕｐ（４１３）を送信する。ＲＲＣ　Ｃ
ｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｓｅｔｕｐ（４１４）を受信した移動端末１ａは、無線基地局２ａ
との無線リンクを確立し、Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ
６ａに対して、ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｓｅｔｕｐ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅ（４１３
）を送信する。
このようにして、Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅ
ｒｖｅｒ６ａが、リソース使用状況報告に基づいて、最もリソース（チャネル）に空きの
多い、Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ４ａを選択するので、
移動端末とのユーザプレーン（Ｂｅａｒｅｒ　Ｐｌａｎｅ）のデータ転送制御を行なう複
数のＲａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ負荷分散を効率良く行なうことが可能とな
る。
閾値は、空き状態であるチャネルの数を用いることができる。また、リソース（チャネル
）使用状態に、通信速度（実施の形態２で説明）、通信量（実施の形態３で説明）が含ま
れている場合、通信速度や通信量の値を閾値として用いることも可能である。
以上のように、実施の形態４の無線ネットワークシステム及び無線通信制御方法は、複数
のＲａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒから複数のＲａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓ
ｅｒｖｅｒへ上記リソース（チャネル）使用状況を通知するにあたって、予めリソース（
チャネル）使用状況を通知する否かを判断するための閾値を設定しておき、上記閾値を超
えた場合にだけ、上記リソース（チャネル）使用状況を通知するようにした。
実施の形態５．
実施の形態５では、複数のＳｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒそ
れぞれから複数のＣｅｌｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ
へ、リソース（チャネル）使用状況を通知し、Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅ
ｒは、新規の呼の受け付け制御を行なうとともに、Ｃｅｌｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｒａｄｉ
ｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒに対して、上記新規の呼の受け付けに伴なうユーザプレ
ーンのデータ転送の要求を行ない、Ｃｅｌｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅ
ｒ　Ｓｅｒｖｅｒは、上記リソース（チャネル）使用状況の報告から、個々のＳｅｒｖｉ
ｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒの使用状況を判断して、上記リソース（
チャネル）の最も空きの多いＳｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ
に対して、上記ユーザプレーンのデータ転送の要求を振り分ける無線ネットワークシステ
ムについて説明する。
本実施の形態における無線ネットワークシステムの構成は、図１に示すものと同様である
。また、図６は、本実施の形態における無線ネットワークシステムのシーケンス動作を示
す図である。このシーケンス動作を示す図に基づいて、本実施の形態における無線ネット
ワークシステムについて説明する。
各Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ４ａ～４ｂは、各Ｃｅｌｌ
　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ３ａ～３ｂに対して、常時
、リソース使用状況報告（５０１）を一定周期で実施する。
従って、複数のＣｅｌｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ３
ａ～３ｂそれぞれは、複数のＳｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ
４ａ～４ｂの数のリソース使用状況を保持することになる。
なお、図６では、一つのＣｅｌｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒ
ｖｅｒ３ａを示しているが、他のＣｅｌｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏ
ｌ　Ｓｅｒｖｅｒも同様にリソース使用状況を受信し、保持している。
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発信または着信動作に伴ない、移動端末１ａは、無線基地局２ａ及びＣｅｌｌ　Ｃｏｎｔ
ｒｏｌ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ３ａ、Ｃｅｌｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｒ
ａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ５ａを介し、共通制御チャネル（ＣＣＣＨ）を
使用してＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｓｅｔｕｐ　Ｒｅｑｕｅｓｔ（５０２）を送信
する。上記ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｓｅｔｕｐを受信したＳｅｒｖｉｎｇ　Ｃｏ
ｎｔｒｏｌ　Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ６ａは、ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃ
ｔｉｏｎ　Ｓｅｔｕｐ　Ｒｅｑｕｅｓｔ（５０２）を転送してきたＣｅｌｌ　Ｃｏｎｔｒ
ｏｌ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ３ａに対して、ＭＡＣ－ｄ／ＲＬＣコン
フィグレーション要求（５０３）を送信する。ＭＡＣ－ｄ／ＲＬＣコンフィグレーション
要求（５０３）は、上記移動端末１ａに対して個別トランポートチャネル（ＤＣＨ）上で
個別制御チャネル（ＤＣＣＨ）を転送させることを要求する通知である。
ＭＡＣ－ｄ／ＲＬＣコンフィグレーション要求（５０３）を受信したＣｅｌｌ　Ｃｏｎｔ
ｒｏｌ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ３ａは、上記リソース使用状況報告（
５０１）に基づいて、最もリソース（チャネル）に空きの多い、Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄ
ｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ４ａを選択する（１０３）。そして、Ｓｅｒｖｉｎｇ
　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ４ａに対して、上記ＭＡＣ－ｄ／ＲＬＣコン
フィグレーション要求（５０５）を転送する。
上記ＭＡＣ－ｄ／ＲＬＣコンフィグレーション要求（５０５）を受信したＳｅｒｖｉｎｇ
　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ４ａは、個別トランポートチャネル（ＤＣＨ
）で個別制御チャネル（ＤＣＣＨ）を転送するためのリソースを確保して（５０６）、Ｓ
ｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ６ａに対して、ＭＡＣ－ｄ／
ＲＬＣコンフィグレーション応答（５０７）を送信する。
Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ６ａは、受信したＭＡＣ－
ｄ／ＲＬＣコンフィグレーション応答（５０６）によって、選択されたＳｅｒｖｉｎｇ　
Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ４ａを記憶（５０８）するとともに、個別制御
チャネル（ＤＣＣＨ）を転送するためのリソースが確保出来たことを判断し、Ｃｅｌｌ　
Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ５ａを介し、無線基地局２
ａに対して、Ｒａｄｉｏ　Ｌｉｎｋ　Ｓｅｔｕｐ　Ｒｅｑｕｅｓｔ（５０９）を送信する
。
上記Ｒａｄｉｏ　Ｌｉｎｋ　Ｓｅｔｕｐ　Ｒｅｑｕｅｓｔ（５０９）を受信した無線基地
局２ａは、個別制御チャネルを転送するための無線リンクの設定を行ない、Ｃｅｌｌ　Ｃ
ｏｎｔｒｏｌ　Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ５ａを介し、Ｓｅｒｖｉｎｇ
　Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ６ａに対して、Ｒａｄｉｏ　Ｌｉｎｋ　Ｓ
ｅｔｕｐ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅ（５１０）を送信する。
Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ６ａは、受信したＲａｄｉ
ｏ　Ｌｉｎｋ　Ｓｅｔｕｐ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅ（５１０）によって、個別制御チャネルを
転送するための無線リンクの設定が出来たことを判断し、記憶しておいたＳｅｒｖｉｎｇ
　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ４ａに対して、ＭＡＣ－ｄ／ＲＬＣコンフィ
グレーション要求（５１１）を送信する。ＭＡＣ－ｄ／ＲＬＣコンフィグレーション要求
（５１１）は、Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ４ａに対して
、個別トランポートチャネル（ＤＣＨ）上で個別制御チャネル（ＤＣＣＨ）の転送を実行
させることを要求する通知である。
上記ＭＡＣ－ｄ／ＲＬＣコンフィグレーション要求（５１１）を受信したＳｅｒｖｉｎｇ
　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ４ａは、個別トランポートチャネル（ＤＣＨ
）上で個別制御チャネル（ＤＣＣＨ）の転送を開始（５１２）するとともに、Ｓｅｒｖｉ
ｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ６ａに対して、ＭＡＣ－ｄ／ＲＬＣコ
ンフィグレーション応答（５１３）を送信する。
その後、Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ６ａは、Ｃｅｌｌ
　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ３ａを介し、移動端末１ａ
に対してＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｓｅｔｕｐ（５１４）を送信する。ＲＲＣ　Ｃ
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ｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｓｅｔｕｐ（５１４）を受信した移動端末１ａは、無線基地局２ａ
との無線リンクを確立し、Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ
６ａに対して、ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｓｅｔｕｐ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅ（５１４
）を送信する。
このようにして、Ｃｅｌｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ
３ａが、リソース使用状況報告に基づいて、最もリソース（チャネル）に空きの多い、Ｓ
ｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ４ａを選択するので、移動端末
とのユーザプレーン（Ｂｅａｒｅｒ　Ｐｌａｎｅ）のデータ転送制御を行なう複数のＲａ
ｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ負荷分散を効率良く行なうことが可能となる。
以上のように、実施の形態５の無線ネットワークシステム及び無線通信制御方法は、複数
のＳｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒから複数のＣｅｌｌ　Ｃｏ
ｎｔｒｏｌ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒへ常時リソース（チャネル）使用
状況を通知し、新規の呼の受け付け制御を行なうＲａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖ
ｅｒは、Ｃｅｌｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒに対して
、上記新規の呼の受け付けに伴なうユーザプレーンのデータ転送の要求を行ない、Ｃｅｌ
ｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒは上記リソース（チャネ
ル）使用状況の報告から、個々のＳｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖ
ｅｒの使用状況を判断し、上記リソース（チャネル）の最も空きの多いＳｅｒｖｉｎｇ　
Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒに対して、上記ユーザプレーンのデータ転送の
要求を振り分けるようにした。
実施の形態６．
実施の形態６では、複数のＳｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒそ
れぞれに対して、予めリソース（チャネル）使用状況を通知する否かを判断するための閾
値を設定しておき、上記閾値を超えた場合のみリソース（チャネル）使用状況を報告する
無線ネットワークシステムについて説明する。
本実施の形態における無線ネットワークの構成は、図１に示すものと同様である。また、
図７は、本実施の形態における無線ネットワークシステムのシーケンス動作を示す図であ
る。このシーケンス動作を示す図に基づいて、本実施の形態における無線ネットワークシ
ステムについて説明する。
なお、図７には示していないが、複数のＳｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓ
ｅｒｖｅｒ４ａ～４ｂそれぞれから複数のＣｅｌｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅ
ａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ３ａ～３ｂそれぞれへリソース使用状況報告（図６の５０１）が
実施される点は、実施の形態５と同様である。ここでは説明を省略する。
発信または着信動作に伴ない、移動端末１ａは、無線基地局２ａ及びＣｅｌｌ　Ｃｏｎｔ
ｒｏｌ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ３ａ、Ｃｅｌｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｒ
ａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ５ａを介し、共通制御チャネル（ＣＣＣＨ）を
使用してＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｓｅｔｕｐ　Ｒｅｑｕｅｓｔ（６０１）を送信
する。上記ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｓｅｔｕｐを受信したＳｅｒｖｉｎｇ　Ｃｏ
ｎｔｒｏｌ　Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ６ａは、上記移動端末１ａに対
して個別トランポートチャネル（ＤＣＨ）上で個別制御チャネル（ＤＣＣＨ）を転送させ
るために、ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｓｅｔｕｐ　Ｒｅｑｕｅｓｔ（６０１）を転
送してきたＣｅｌｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ３ａに
対して、ＭＡＣ－ｄ／ＲＬＣコンフィグレーション要求（６０２）を送信する。
ＭＡＣ－ｄ／ＲＬＣコンフィグレーション要求（６０２）を受信したＣｅｌｌ　Ｃｏｎｔ
ｒｏｌ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ３ａは、最もリソース（チャネル）に
空きの多い、Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ４ａを選択する
（６０３）。そして、Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ４ａに
対して、上記ＭＡＣ－ｄ／ＲＬＣコンフィグレーション要求（６０４）を転送する。
上記ＭＡＣ－ｄ／ＲＬＣコンフィグレーション要求（６０４）を受信したＳｅｒｖｉｎｇ
　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ４ａは、個別トランポートチャネル（ＤＣＨ
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）で個別制御チャネル（ＤＣＣＨ）を転送するためのリソースを確保して（６０５）、Ｓ
ｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ６ａに対して、ＭＡＣ－ｄ／
ＲＬＣコンフィグレーション応答（６０６）を送信する。
Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ６ａは、受信したＭＡＣ－
ｄ／ＲＬＣコンフィグレーション応答（６０６）によって、選択されたＳｅｒｖｉｎｇ　
Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ４ａを記憶（６０７）するとともに、個別制御
チャネル（ＤＣＣＨ）を転送するためのリソースが確保出来たことを判断し、Ｃｅｌｌ　
Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ５ａを介し、無線基地局２
ａに対して、Ｒａｄｉｏ　Ｌｉｎｋ　Ｓｅｔｕｐ　Ｒｅｑｕｅｓｔ（６０８）を送信する
。
上記Ｒａｄｉｏ　Ｌｉｎｋ　Ｓｅｔｕｐ　Ｒｅｑｕｅｓｔ（６０８）を受信した無線基地
局２ａは、個別制御チャネルを転送するための無線リンクの設定を行ない、Ｃｅｌｌ　Ｃ
ｏｎｔｒｏｌ　Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ５ａを介し、Ｓｅｒｖｉｎｇ
　Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ６ａに対して、Ｒａｄｉｏ　Ｌｉｎｋ　Ｓ
ｅｔｕｐ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅ（６０９）を送信する。
Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ６ａは、受信したＲａｄｉ
ｏ　Ｌｉｎｋ　Ｓｅｔｕｐ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅ（６０９）によって、個別制御チャネルを
転送するための無線リンクの設定が出来たことを判断し、記憶しておいたＳｅｒｖｉｎｇ
　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ４ａに対して、ＭＡＣ－ｄ／ＲＬＣコンフィ
グレーション要求（６１０）を送信する。ＭＡＣ－ｄ／ＲＬＣコンフィグレーション要求
（６１０）は、Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ４ａに対して
、個別トランポートチャネル（ＤＣＨ）上で個別制御チャネル（ＤＣＣＨ）の転送を実行
させることを要求する通知である。
上記ＭＡＣ－ｄ／ＲＬＣコンフィグレーション要求（６１０）を受信したＳｅｒｖｉｎｇ
　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ４ａは、個別トランポートチャネル（ＤＣＨ
）上で個別制御チャネル（ＤＣＣＨ）の転送を開始（６１１）するとともに、Ｓｅｒｖｉ
ｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ６ａに対して、ＭＡＣ－ｄ／ＲＬＣコ
ンフィグレーション応答（６１２）を送信する。また、Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｂ
ｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ４ａは、リソース使用状況を判断（６１３）し、リソース使用
状況が閾値以上である場合は、各Ｃｅｌｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏ
ｌ　Ｓｅｒｖｅｒ３ａ～３ｂに対して、リソース使用状況報告（６１４）を一定周期で実
施する。閾値未満の場合は、上記リソース使用状況報告（６１４）は実施しない。
その後、Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ６ａは、Ｃｅｌｌ
　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ３ａを介し、移動端末１ａ
に対してＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｓｅｔｕｐ（６１５）を送信する。ＲＲＣ　Ｃ
ｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｓｅｔｕｐ（６１５）を受信した移動端末１ａは、無線基地局２ａ
との無線リンクを確立し、Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ
６ａに対して、ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｓｅｔｕｐ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅ（６１６
）を送信する。
このようにして、Ｃｅｌｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ
３ａが、リソース使用状況報告に基づいて、最もリソース（チャネル）に空きの多い、Ｓ
ｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ４ａを選択するので、移動端末
とのユーザプレーン（Ｂｅａｒｅｒ　Ｐｌａｎｅ）のデータ転送制御を行なう複数のＲａ
ｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ負荷分散を効率良く行なうことが可能となる。
以上のように、実施の形態６の無線ネットワークシステム及び無線通信制御方法は、複数
のＳｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒから複数のＣｅｌｌ　Ｃｏ
ｎｔｒｏｌ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒへ上記リソース（チャネル）使用
状況を通知するにあたって、予めリソース（チャネル）使用状況を通知する否かを判断す
るための閾値を設定しておき、上記閾値を超えた場合のみリソース（チャネル）使用状況
を通知するようにした。
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実施の形態７．
実施の形態７では、リソース（チャネル）使用状況を通知する際に、複数のＳｅｒｖｉｎ
ｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒそれぞれは、Ｃｅｌｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　
Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒの外部から参照可能な共有ファイル領域に対
して、上記使用状況に関する情報を設定する無線ネットワークシステムについて説明する
。
本実施の形態における無線ネットワークの構成は、図１に示すものと同様である。また、
図８は、本実施の形態における無線ネットワークシステムのシーケンス動作を示す図であ
る。このシーケンス動作を示す図に基づいて、本実施の形態における無線ネットワークシ
ステムについて説明する。
各Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒは、Ｃｅｌｌ　Ｃｏｎｔｒ
ｏｌ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ３ａに対して、実施の形態６と同様にリ
ソース使用状況報告を実施する際に、上記Ｃｅｌｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅ
ａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ３ａの記憶装置１０のうち、共有領域１１に対して直接アクセス
して、上記リソース使用状況報告（７０１）を実施する。これ以外のシーケンス動作につ
いては、実施の形態６と同様であるため、ここでは省略する。
このようにして、Ｃｅｌｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ
３ａが、リソース使用状況報告に基づいて、最もリソース（チャネル）に空きの多い、Ｓ
ｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ４ａを選択するので、移動端末
とのユーザプレーン（Ｂｅａｒｅｒ　Ｐｌａｎｅ）のデータ転送制御を行なう複数のＲａ
ｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ負荷分散を効率良く行なうことが可能となる。
以上のように、実施の形態７の無線ネットワークシステム及び無線通信制御方法は、上記
リソース（チャネル）使用状況を通知する際に、複数のＳｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｂ
ｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒは、Ｃｅｌｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ
　Ｓｅｒｖｅｒの外部から参照可能な共有ファイル領域に対して、上記リソース（チャネ
ル）使用状況に関する情報を設定するようにした。
実施の形態８．
上記実施の形態１から８において、下記の方式を用いることも可能である。
例えば、複数のＲａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒから複数のＲａｄｉｏ　Ｃｏｎ
ｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒへ上記リソース（チャネル）使用状況を通知する際に、Ｍｅｇａ
ｃｏ／Ｈ．２４８に合致したメッセージを使用する。これによって、マルチベンダー化を
容易にすることができる。
また、別の例として、複数のＲａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒから複数のＲａｄ
ｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒへ上記リソース（チャネル）使用状況を通知する際
に、転送方式としてＩＰ　Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　Ｐａｃｋｅｔを使用する。これによって
、Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　ＳｅｒｖｅｒとＲａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅ
ｒ間のトラヒックを削減することができる。
実施の形態９．
実施の形態１から７では、ＲＮＣが備える機能を制御プレーン及びユーザプレーンとに分
け、さらに、それぞれを共通チャネルを用いる機能と、個別チャネルを用いる機能とに分
けて別々の装置で実現する例を説明した。この実施の形態では、ＲＮＣが備える機能を制
御プレーンとユーザプレーンとの二つに分けて実現する場合を説明する。
図９は、実施の形態９の無線ネットワークシステムの構成の一例を表した図である。Ｒａ
ｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ５６ａ～５６ｂは、図１のＣｅｌｌ　Ｃｏｎｔｒ
ｏｌ　Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ５ａ～５ｂと、Ｓｅｒｖｅｒ　Ｒａｄ
ｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ６ａ～６ｂとが有する機能を備える。Ｒａｄｉｏ　
Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ３４ａ～３４ｂは、図１のＣｅｌｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｒａ
ｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ３ａ～３ｂと、Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅ
ａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ４ａ～４ｂとが有する機能を備える。図１と同じ符号の装置は、
図１と同様であるため説明を省略する。
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図１０は、実施の形態９における無線ネットワークシステムの動作を説明するためのシー
ケンス図である。
Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ５６ａ～５６ｂは、Ｃｅｌｌ　Ｃｏｎｔｒｏ
ｌ　Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ５ａ～５ｂと、Ｓｅｒｖｅｒ　Ｒａｄｉ
ｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ６ａ～６ｂとが実施していた動作を行なう。
また、Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ３４ａ～３４ｂは、Ｃｅｌｌ　Ｃｏｎｔ
ｒｏｌ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ３ａ～３ｂと、Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｒａ
ｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ４ａ～４ｂとが実施していた動作を行なう。
上記の点を除いて、実施の形態１と同様であるため、説明を省略する。
実施の形態１０．
図１では、複数のＣｅｌｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅ
ｒ５ａ～５ｂ、複数のＳｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ６ａ
～６ｂを示しているが、それぞれ一つの場合を排除するものではない。Ｒａｄｉｏ　Ｃｏ
ｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒが一つの場合であっても、複数のＲａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　
Ｓｅｒｖｅｒを制御することは可能である。
また、図９においても、上記と同様である。
また、図２～図７では、Ｃｅｌｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅ
ｒｖｅｒ及びＣｅｌｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒは、
一つを示したが、図１に示すように複数配置されている場合は、それぞれ同様の動作を実
施する。
また、上記実施の形態１から９では、移動端末を用いて説明した。しかしながら移動端末
に限られることはなく、無線基地局と交信できる通信端末であればその他の装置であって
もかまわない。
産業上の利用可能性
以上のように、本発明の好適な実施の形態によれば、複数のＲａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　
Ｓｅｒｖｅｒから複数（又は、少なくとも一つ）のＲａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒ
ｖｅｒへ常時リソース（チャネル）使用状況を通知し、新規の呼の受け付け制御を行なう
Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒは、上記リソース（チャネル）使用状況の報
告から、個々のＲａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒの使用状況を判断し、上記リソ
ース（チャネル）の最も空きの多いＲａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒに対して、
上記新規の呼を振り分けるために移動端末とのユーザプレーン（Ｂｅａｒｅｒ　Ｐｌａｎ
ｅ）のデータ転送制御を行なう複数のＲａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒの負荷分
散を効率良く行なえるという効果がある。
また、複数のＲａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒから複数のＲａｄｉｏ　Ｃｏｎｔ
ｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒに対して、上記リソース（チャネル）使用状況と一緒に、必要に応
じて無線区間のチャネル切替制御を行なうために必要となる移動端末の単位時間当たりの
通信速度を通知するために、Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　ＳｅｒｖｅｒとＲａｄｉｏ　Ｃ
ｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ間のトラヒックを削減し、移動端末とのユーザプレーン（Ｂ
ｅａｒｅｒ　Ｐｌａｎｅ）のデータ転送制御を行なう複数のＲａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　
Ｓｅｒｖｅｒの負荷分散を効率良く行なえるという効果がある。
また、複数のＲａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒから複数のＲａｄｉｏ　Ｃｏｎｔ
ｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒに対して、上記リソース（チャネル）使用状況と一緒に、必要に応
じて無線区間のチャネル切替制御を行なうために必要となる移動端末の単位時間当たりの
通信量を通知するために、Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　ＳｅｒｖｅｒとＲａｄｉｏ　Ｃｏ
ｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ間のトラヒックを削減し、移動端末とのユーザプレーン（Ｂｅ
ａｒｅｒ　Ｐｌａｎｅ）のデータ転送制御を行なう複数のＲａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓ
ｅｒｖｅｒの負荷分散を効率良く行なえるという効果がある。
また、複数のＲａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒから複数のＲａｄｉｏ　Ｃｏｎｔ
ｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒへ上記リソース（チャネル）使用状況を報告するにあたって、予め
リソース（チャネル）使用状況を通知する否かを判断するための閾値を設定しておき、上
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記閾値を超えた場合にだけ、上記リソース（チャネル）使用状況を報告するために、Ｒａ
ｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　ＳｅｒｖｅｒとＲａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ間の
トラヒックを削減し、移動端末とのユーザプレーン（Ｂｅａｒｅｒ　Ｐｌａｎｅ）のデー
タ転送制御を行なう複数のＲａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒの負荷分散を効率良
く行なえるという効果がある。
また、複数のＲａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒから複数のＲａｄｉｏ　Ｃｏｎｔ
ｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒへ上記リソース（チャネル）使用状況を通知する際に、Ｍｅｇａｃ
ｏ／Ｈ．２４８に合致したメッセージを使用するため、マルチベンダー化を容易とし、移
動端末とのユーザプレーン（Ｂｅａｒｅｒ　Ｐｌａｎｅ）のデータ転送制御を行なう複数
のＲａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒの負荷分散を効率良く行なえるという効果が
ある。
また、複数のＲａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒから複数のＲａｄｉｏ　Ｃｏｎｔ
ｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒへ上記リソース（チャネル）使用状況を通知する際に、転送方式と
してＩＰ　Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　Ｐａｃｋｅｔを使用するため、Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅ
ｒ　ＳｅｒｖｅｒとＲａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒ間のトラヒックを削減し
、移動端末とのユーザプレーン（Ｂｅａｒｅｒ　Ｐｌａｎｅ）のデータ転送制御を行なう
複数のＲａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒの負荷分散を効率良く行なえるという効
果がある。
また、複数のＳｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒから複数（又は
、少なくとも一つ）のＣｅｌｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖ
ｅｒへ常時リソース（チャネル）使用状況を通知し、新規の呼の受け付け制御を行なうＲ
ａｄｉｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒは、Ｃｅｌｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｒａｄｉｏ　
Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒに対して、上記新規の呼の受け付けに伴なうユーザプレーン
のデータ転送の要求を行ない、Ｃｅｌｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　
Ｓｅｒｖｅｒは上記リソース（チャネル）使用状況の報告から、個々のＳｅｒｖｉｎｇ　
Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒの使用状況を判断し、上記リソース（チャネル
）の最も空きの多いＳｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒに対して
、上記ユーザプレーンのデータ転送の要求を振り分けるため、移動端末とのユーザプレー
ン（Ｂｅａｒｅｒ　Ｐｌａｎｅ）のデータ転送制御を行なう複数のＳｅｒｖｉｎｇ　Ｒａ
ｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒの負荷分散を効率良く行なえるという効果がある。
また、複数のＳｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒから複数のＣｅ
ｌｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒへ上記リソース（チャ
ネル）使用状況を通知するにあたって、予めリソース（チャネル）使用状況を通知する否
かを判断するための閾値を設定しておき、上記閾値を超えた場合のみリソース（チャネル
）使用状況を報告するため、Ｃｅｌｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓ
ｅｒｖｅｒとＳｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ間のトラヒック
を削減し、移動端末とのユーザプレーン（Ｂｅａｒｅｒ　Ｐｌａｎｅ）のデータ転送制御
を行なう複数のＳｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒの負荷分散を
効率良く行なえるという効果がある。
また、リソース（チャネル）使用状況を通知する際に、複数のＳｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉ
ｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒは、Ｃｅｌｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｎｔ
ｒｏｌ　Ｓｅｒｖｅｒの外部から参照可能な共有ファイル領域に対して、上記リソース（
チャネル）使用状況に関する情報を設定するため、Ｃｅｌｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｒａｄｉ
ｏ　Ｂｅａｒｅｒ　ＳｅｒｖｅｒとＳｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｒ
ｖｅｒ間のトラヒックを削減し、移動端末とのユーザプレーン（Ｂｅａｒｅｒ　Ｐｌａｎ
ｅ）のデータ転送制御を行なう複数のＳｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅ
ｒｖｅｒの負荷分散を効率良く行なえるという効果がある。
【図面の簡単な説明】
図１は、無線ネットワークシステムの構成の一例を表す図である。
図２は、実施の形態１における無線ネットワークシステムの動作を説明するためのシーケ
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ンス図である。
図３は、実施の形態２における無線ネットワークシステムの動作を説明するためのシーケ
ンス図である。
図４は、実施の形態３における無線ネットワークシステムの動作を説明するためのシーケ
ンス図である。
図５は、実施の形態４における無線ネットワークシステムの動作を説明するためのシーケ
ンス図である。
図６は、実施の形態５における無線ネットワークシステムの動作を説明するためのシーケ
ンス図である。
図７は、実施の形態６における無線ネットワークシステムの動作を説明するためのシーケ
ンス図である。
図８は、実施の形態７における無線ネットワークシステムの動作を説明するためのシーケ
ンス図である。
図９は、実施の形態９の無線ネットワークシステムの構成の一例を表す図である。
図１０は、実施の形態９における無線ネットワークシステムの動作を説明するためのシー
ケンス図である。
図１１は、従来例における無線ネットワークシステムの構成を示す図である。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】
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